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研究実施についてのお知らせ

　沖縄県立中部病院の形成外科では、当院で撮影した造影CTデータを用いて血管解剖の検討を実施しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成28年10月28日

【研究課題名】
CTデータを用いた深腸骨回旋動脈上行枝分岐位置の解剖学的検討
【研究期間】
平成28年10月31日~平成29年3月31日
【調査対象】
2016年1月1日から2016年12月31日までに当院にて造影CTを施行した患者さま
【研究目的・意義】
深腸骨回旋動脈は形成外科手術において重要な血管の一つですが、変異が多く、わかっていないことも多いのが現状です。CTを使って解析を行うことでより安全な手術ができることが期待できます。
【研究の方法】
既存の造影CTデータから深腸骨回旋動脈等の解剖学的位置を記録したうえで、統計学的に解析します。
【個人情報の取扱い】
対象患者さまの記録は研究責任者である澤本尚哉が厳重に管理し、研究対象者が特定出来ない様にいたします。
【研究機関】
沖縄県立中部病院
【研究に参加したくない場合】
上記の研究対象に該当する方で、ご自身のCTデータを研究に利用しないで欲しい患者さまは、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。研究への参加を拒否することにより患者さまが何ら不利益を被ることはありません。
【本研究に関する問い合わせ先】
沖縄県立中部病院　形成外科　澤本　尚哉
沖縄県うるま市宮里２８１
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